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◇
第
十
五
回
二
〇
二
一
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
開
催 

第
十
五
回
二
〇
二
一
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
は
、
二

〇
二
一
年
九
月
十
一
日
（
土
）
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（Z
o
o
m

ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
）
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

役
員
会
が
十
時
か
ら
行
わ
れ
た
後
、
十
三
時
か
ら
遠
藤
周
作
学

会
代
表
、
川
島
秀
一
氏
に
よ
る
開
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
次
に
、

総
会
が
行
わ
れ
、
以
下
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
と
お
り
三
本
の
研
究
発
表

が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
、
遠
藤
周
作
学
会
代
表
の
川
島
秀
一
氏
に

ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
大
会
進
行
役
は
九
州
共
立
大
学
の
古
浦
修

子
氏
及
び
、
九
州
産
業
大
学
の
池
田
静
香
が
担
当
し
た
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

【
研
究
発
表
】 

① 

『
海
と
毒
薬
』
に
お
け
る
救
済
の
道 

ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
学
生 

H
a
rry

 
H

e
 

司
会 

関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授 

細
川 

正
義 

      

② 
 

遠
藤
周
作
に
み
る
啓
示
神
学 

―
―

自
ら
を
「
働
き
」
と
し
て
顕
わ
に
す
る
神―

―
 

清
泉
女
学
院
大
学 

古
橋 

昌
尚 

司
会 

遠
藤
周
作
学
会
役
員 

兼
子 

盾
夫 

③ 
 

創
作
と
し
て
の
「
翻
案
」：
遠
藤
周
作
の
場
合 

 
 

南
山
大
学 

 

金 

承
哲 

司
会 

星
美
学
園
短
期
大
学 

武
田 

秀
美 

【

講

演

】 

残
さ
れ
た
余
白―

新
た
な
出
発
に
向
け
て―

 

遠
藤
周
作
学
会
代
表 

川
島 

秀
一 

◇ 

総
会 

 
総
会
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
た
め
議
長
を
選
出
せ
ず
、
事
務

局
長
の
笛
木
美
佳
氏
が
報
告
・
計
画
の
説
明
を
行
う
こ
と
を
も
っ

て
、
開
か
れ
た
。
ま
ず
、
二
〇
二
〇
年
度
事
業
報
告
が
な
さ
れ
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
。 

遠
藤
周
作
学
会 

会
報 

二
〇
二
一
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会 

総
会
報
告 

事
務
局
よ
り 
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◆ 

『
遠
藤
周
作
事
典
』
を
二
〇
二
一
年
四
月
十
五
日
、
鼎

書
房
よ
り
刊
行
し
た
。
六
〇
〇
部
印
刷
し
、
売
れ
行
き

は
順
調
。
修
正
が
必
要
な
場
合
は
事
務
局
へ
。 

◆ 

機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
第
十
四
号
発
行
。 

第
十
四
号
は
『
遠
藤
周
作
事
典
』
刊
行
記
念
と
し
た
論

稿
一
篇
と
特
別
寄
稿
一
篇
、
五
篇
の
論
稿
、
一
篇
の
書

評
、
北
田
雄
一
氏
に
よ
る
研
究
展
望
を
収
録
。 

◆ 

会
員
数
は
、
二
〇
二
一
年
九
月
時
点
で
一
〇
二
名
。 

◆ 

太
原
正
裕
氏
に
よ
り
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
二
〇
二
〇

年
度
の
会
計
報
告
が
承
認
さ
れ
た
。 

続
い
て
、
事
務
局
よ
り
二
〇
二
一
年
度
事
業
計
画
が
示
さ

れ
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
。 

◆ 

役
員
体
制
に
つ
い
て
、
川
島
代
表
の
代
表
退
任
に
伴
い
、

代
表
に
山
根
道
公
氏
、
副
代
表
に
笛
木
美
佳
氏
、
事
務

局
長
に
古
浦
修
子
氏
が
推
薦
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。 

◆ 

学
会
の
国
際
的
な
広
が
り
を
考
慮
し
、
新
た
に
特
別
顧

問
に
ヴ
ァ
ン
・
ゲ
ッ
セ
ル
氏
が
推
薦
さ
れ
、
承
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
新
役
員
と
し
て
増
田
斎
氏
と
長
谷
川
（
間

瀬
）
恵
美
氏
が
推
薦
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。 

◆ 

第
十
六
回
二
〇
二
二
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会

を
南
山
大
学
に
て
開
催
。 

◆ 

機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
次
号
（
第
十
五
号
）
は
、

今
回
の
発
表
者
の
原
稿
を
掲
載
予
定
。
募
集
要
項
等
は

こ
れ
ま
で
通
り
。 

最
後
に
遠
藤
周
作
学
会
副
代
表
の
山
根
道
公
氏
の
閉
会
の
辞

を
も
っ
て
全
国
大
会
の
日
程
を
終
了
し
た
。 

 

◇ 

特
別
寄
稿―

―

代
表
交
代
の
ご
挨
拶 

 

二
〇
二
一
年
度
の
役
員
改
選
に
お
い
て
、
代
表
の
交
代
が
な
さ

れ
た
。
退
任
・
就
任
に
あ
た
り
、
新
旧
代
表
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ

い
た
。 

【
退
任
挨
拶
】 

未
来
を
見
つ
め
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

川
島 

秀
一 

先
ず
は
皆
さ
ん
に
感
謝
の
念
を
さ
さ
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
前

会
長
で
あ
っ
た
笠
井
秋
生
先
生
の
任
期
最
後
の
四
年
と
、
正
式
に

代
表
と
し
て
の
五
年
を
あ
わ
せ
て
九
年
の
間
、
先
生
方
の
お
助
け

を
頂
き
な
が
ら
、
滞
り
な
く
任
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
、
本
当
に
感
謝
で
す
。
そ
の
五
年
の
間
に
、
学
会
と
し
て
は
大

き
な
出
来
事
が
二
つ
。
一
つ
は
長
崎
で
の
、
国
際
芥
川
龍
之
介
学

会
と
の
合
同
大
会
。
こ
れ
は
、
長
崎
の
方
々
に
助
け
ら
れ
、
本
当

に
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
も
う
一
つ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
結
果

と
し
て
5
年
と
い
う
時
間
を
費
や
す
こ
と
に
な
っ
た
『
遠
藤
周
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作
事
典
』
の
刊
行
と
い
う
事
業
。
正
直
少
し
辛
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

一
方
で
は
わ
く
わ
く
す
る
、
研
究
者
と
し
て
の
自
ら
を
奮
い
立
た

せ
る
仕
事
で
も
あ
り
ま
し
た
。
先
生
方
の
原
稿
を
読
む
た
び
に
、

作
品
が
一
つ
一
つ
鎖
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
く
、
あ
る
い
は
遠

藤
文
学
全
体
が
立
体
的
な
フ
レ
ー
ム
の
中
に
一
つ
の
形
を
成
し

て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
醍
醐
味
を
味
わ
う
仕
事
と
も
な
り
ま
し
た
。

学
会
を
こ
の
時
期
山
根
先
生
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
、
何
よ
り

も
一
安
心
し
て
い
ま
す
。 

【
就
任
挨
拶
】 

代
表
を
引
き
継
い
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
根 

道
公 

こ
の
大
会
で
川
島
秀
一
代
表
が
健
康
上
の
理
由
も
お
あ
り
で

ご
退
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
私
が
代
表
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
思
え
ば
、
遠
藤
周
作
没
後
一
〇
年
の
二
〇
〇
六
年
九

月
に
遠
藤
周
作
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
第
一
回
大
会
を
岡
山
の
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
で
開
い
て
以
来
十
五
年
、
笠
井
秋
生

代
表
、
川
島
代
表
の
も
と
で
学
会
は
発
展
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、

私
は
事
務
局
長
、
副
代
表
で
し
た
が
、
二
〇
〇
九
年
に
研
究
会
か

ら
学
会
に
格
上
げ
し
た
時
に
笠
井
代
表
が
、
学
会
員
の
力
で
遠
藤

周
作
事
典
を
作
ろ
う
と
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
そ
の
翌
年
に
体
調

を
崩
さ
れ
た
笠
井
先
生
の
意
向
を
、
川
島
先
生
が
副
代
表
、
代
表

と
な
っ
て
引
き
継
が
れ
、
今
回
、
そ
の
悲
願
で
あ
っ
た
学
会
員
の

力
の
結
集
し
た
事
典
が
刊
行
で
き
た
こ
と
は
何
よ
り
の
喜
び
で
、

そ
の
完
成
の
た
め
に
全
身
全
霊
を
傾
け
て
下
さ
っ
た
川
島
先
生

に
は
い
く
ら
感
謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
若
い
研
究
者

が
育
っ
て
い
く
場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
発
足
し
た
学
会
で
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
遠
藤
研
究
で
業
績
を
積
み
上
げ
た
先
生
方

が
各
世
代
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
、
私
自
身
は
微
力
な
が
ら
、
そ
う

し
た
先
生
方
の
力
を
お
借
り
し
て
共
に
今
後
の
学
会
の
運
営
を

担
う
こ
と
の
で
き
る
の
は
大
変
あ
り
が
た
く
、
頼
も
し
い
限
り
で

す
。
二
〇
二
三
年
三
月
二
七
日
に
迎
え
る
遠
藤
周
作
生
誕
一
〇
〇

年
に
向
け
て
、
遠
藤
周
作
と
い
う
「
高
峰
」
を
め
ざ
し
て
次
の
高

み
へ
と
登
る
学
会
の
新
た
な
展
開
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
学
会
員

お
一
人
お
一
人
の
ご
活
躍
と
共
に
、
学
会
活
動
へ
の
ご
支
援
、
ご

協
力
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◇ 

事
務
局
よ
り 

▼
第
十
五
回
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
会
員
四
十
九
名
に
、
聴
講
者
二
名
が

加
わ
り
、
大
変
盛
会
で
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
た
め
に
ご
尽

力
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
大
会
運
営
委
員
、
事
前
リ
ハ
ー
サ
ル
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
ご
発
表
・
ご
講
演
・
司
会
の
方
々
に
、
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
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▼
今
回
の
大
会
の
研
究
発
表
は
、
三
名
の
発
表
者
が
遠
藤
作
品
を

作
品
論
・
神
学
・
創
作
技
法
か
ら
論
じ
、
新
た
な
視
点
や
解
釈
を

提
示
す
る
刺
激
的
な
発
表
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
か

ら
の
発
表
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
大
会
の
醍
醐
味
と

な
り
ま
し
た
。
充
実
し
た
内
容
が
機
関
誌
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
川
島
秀
一
氏
に
よ
る
講
演
会
で
は
、『
遠
藤
周
作
事
典
』

編
集
責
任
と
し
て
抱
か
れ
た
感
慨
に
つ
い
て
、
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
事
典
に
適
し
た
言
葉
と
研
究
者
の
言
葉
の
違
い
か
ら
生

じ
る
苦
悩
、
遠
藤
周
作
研
究
の
全
体
像
か
ら
今
後
の
展
望
ま
で
、

高
い
知
見
に
基
づ
く
お
話
は
、
大
会
の
締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ
し

い
実
り
あ
る
も
の
で
し
た
。 

▼
機
関
誌
「
遠
藤
周
作
研
究
」
第
十
五
号
の
投
稿
論
文
を
募
集
し

ま
す
。
投
稿
申
し
込
み
は
、
十
二
月
末
ま
で
に
事
務
局
へ
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
機
関
誌
の
最
後
に
あ
る
投
稿
規
定
を
ご
覧
の
う
え
、

会
員
の
方
々
の
意
欲
的
な
投
稿
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

▼
次
回
の
研
究
発
表
の
申
込
み
は
来
年
五
月
末
日
締
切
り
で
す
。

三
月
に
改
め
て
募
集
の
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。 

▼
次
回
の
大
会
は
、
第
十
五
回
大
会
の
開
催
校
で
あ
っ
た
、
金
承

哲
氏
が
所
属
さ
れ
る
愛
知
県
の
南
山
大
学
に
て
行
わ
れ
ま
す
。
周

知
の
と
お
り
、
遠
藤
は
戦
国
三
部
作
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
犬
山
城

や
木
曽
川
の
あ
る
愛
知
県
を
足
繁
く
訪
れ
ま
し
た
。
来
年
度
は
開

催
校
で
あ
る
南
山
大
学
に
多
く
の
学
会
員
が
集
い
、
充
実
し
た
研

究
発
表
が
な
さ
れ
、
盛
会
と
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

▼
最
後
に
学
会
員
の
方
々
に
ご
協
力
の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
機

関
誌
の
「
遠
藤
周
作
参
考
文
献
目
録
及
び
研
究
展
望
」
は
、
次
号

よ
り
増
田
斎
氏
が
担
当
さ
れ
ま
す
の
で
、
遠
藤
周
作
に
関
す
る
会

員
の
方
々
の
論
文
は
も
ち
ろ
ん
、
入
手
で
き
た
参
考
文
献
に
つ
い

て
の
情
報
を
、
増
田
氏
に
直
接
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
（E

-m
a

il: 

its
u

k
i.m

a
s
u

d
a
1
1
1
7

@
g
m

a
il.co

m

）
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
参

考
文
献
目
録
に
つ
い
て
遺
漏
の
あ
る
場
合
も
、
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。 

（
文
責 

会
報
担
当 

池
田
静
香
） 

遠
藤
周
作
学
会 

事
務
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